
III. 教育活動の概観

本所は研究活勁と共に教育活動にも重点をおいで活躍している．すなわち，本所は東京

大学大学院の工学系の教育の一部を担当し，ほとんどすべての敦官が本学の本冥キャンパ

スにおいて溝淡や演習を行なうほか，本所においては研究，実険などの実地敦育を行なっ

ていろ．現在本所教官の指忠を受けている大学院学生は 42年度において修士諜程 126名，

栂士諜程 72名であろ．これらのうち一部は後継者として本所に残り，一部は高級技術者

として社会に送り出される．

上記のように，高級技術者の認成も本所の使命の一つで，大学院制度によるもののほ

か留学研究口，受託研究員，研究生等の制度があって，これらの研究旦，研究生は各研究

室において一定期間ある事項について研究に従事したり，研究や実験を助けつつ技術を修

得し，社会に送り出されている．

そのほか敦育活勁の一環として高級技術者を対象とした講習会を本所の外郭団体生産技

術研究奨励会の主催，本所の協力で毎年開催している．

1. 大 学 院

本所の教官の閃係する大学院コースは工学系研究科中の土木工学，建築学，

産業檬械工学，珀用機械工学，緒密械械工学，船舶工学，電気工学，電子工学，物理工学，

冶金学，工業化学，合成化学，各専門課程であり，次表のような謁汲および演習を担当し

ている，

工 学 系
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義 題 目 戦 名 氏 名

A. 土木工学

応用力学特論(TI)' 同演習

耐四構造特論，同演習

交通路工学特論(I)

写真測屈

水文学，河川工学特論

土木桐逃特崎耐震構造特論同演習 ” 
土木解折法，応用力学特論(TI)同演習，耐こ構造特論同演習助敦扱

土質工学特諭(ill) 土木解折法 I " 
交追路工学特論(I)

土木解折法

鉄骨コンクリート工学実険および演習

教 授

” 
” 
” 

” 
” 
” 

岡

星

丸

井

久

田

三

越

中

小

本

埜

安

口

保

村

木

村

林

舜

和

陥和

昌平

襄三郎

直四郎

五三郎

正毅

英 夫

輔
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B. 

建築計圃学(ill)

環境調整学(ill), 建築設計製図

建築学研究(I-V)

建築構造学(¥IJI)

建築叶圃学(IV), 設計方法論

建築史学⑪I) 

建築梢造学(IX)

環境調整工学(N)

建築構造学(Vll)

建築史学(N)

建築椙造学（皿）

C. 

建

機 械

築

工

学

学

塑性学特論，炭械工学特別演習(I)(材料力学B)

材料弦度［箭（材料力学C), 様械工学特別演習

流体力学特論A, 機械工学特別演習(I)(流体力学） (I) 

搬械振励学B, i幾械工学特別演習(I)(搬械力学）

車輌工学特論A, 機械工学特別演習(I), (熱機関B)

D. 産業機械工学

塑性加工学特論，検械工学特別演習(I)(エ作法A)

原子力椋械工学，機械工学特別演習(I)(機械力学）

目勁制御特論A, 機械工学特別演習(I)(自動制御）

拠械工学特別演習(I)(エ作法B)

E. 

F. 

舶用機械工学

応力測定法A, 機械工学特別演習（材料力学C)

応力測定法A

熱原動機，株械工学特別演習(I)(流体力学B)

伝熱工学，槻械工学特別演習(I)(熱B)

精密機械工学

制御工学

表面工学特論

高速度現象諭

G. 

応用測定法

粘性抵抗論

船舶工学演習(fil)' 船舶工学実験(fil)

船 舶 工 学

教 授

” 

II 

I/ 

II (併）

助教授

II 

II 

II 

講 師

教授

II 

” 

” 

教 授

助教授

I/ 

” 

教 授

II 

” 
助教授

教 授

II 

” 

教授

”（併）

助教授

星

勝

坪

池

関

田

石

川

村

岡

山

北

石

亘

平

鈴

柴

森

佐

大

北

水

棚

大

松

梢

高

田

川

野

田

井

辺

野

中

井

股

松

田

国

川

原

理

尾

木

田

沢ぶT""“
 

井

川

町

沢

島

永

村

栂

宮

井

昌

高 司

勝

陽

克

尚

光

也

郎

男次

聖

璽

貞

恒

善

嘉

英

智

政

寄

昭

夫

男

厚

収

弘

碧

弘

芳

光四郎

英夫

長生

郎

康次郎

正久

恒義

幸

忠
伯

真

彦
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H. 電 気

電力系統工学特論

開閉回路論

電気制御特論

超音波工学

高霞圧工学特論

電気制御特論(JI)

開閉回路論

I. 霞 子

工

マイクロ霞子管

電子演芥工学（皿）

半遅体物性工学特論

マイクロ設回路工学

追隔闊祠］論

電笠界解祈特論B

教 授

” 
” 
II 

助教扱

II 

J. 物 エ田
ょ＝

設勁光学特扉合

高真空工学

光学阪械特論

物四音密学

真空工学特論

波動光学特論

K. 

I物理学特別演習

L. 

物 理

ム
口‘̀ 

工

工

金

学

学

学

学

学

非破壊検査法，応用X線工学実験

特殊金屈製錬特論

鉄鉱製錬特論

合金学実験(IT)

製鉄特論(IT), 鉄冶金学実験(IT)

冶金学特別実険，冶金学演習，応用X線工学実験

時効硬化性合金，合金学特論(IT)

粉末冶金学

特殊金属製錬特論

合金学実験(TI)

鉄冶金学実験(IT)

敦授

” 

／／ 

切教授

// 

敦

” 

II 

” 

’’ 
‘’ 

,, 

II 

授

” 
功教授

II 

教 授

“ 

II (併）

助教授

II 

” 
講 師

故 藤 高 周 平

森脇義雄

沢井善三郎

尾上守夫

河村近雄

山口楠雄

冗ii :,j;」 1叫j -Jiff: 

斎

渡

安

浜

安

此

ク＼保田

宣永

島 髯

小瀬

恨岸

辻

小

l助教授 I成

崩§

辺

逹

綺

田

井

介

顧

成

芳

襄

靖

因

五

安

輝

勝

＂で
7

9

ぢ
4

文

文

勝

夫

二

彦

広

郎

生

次

雄

泰

夫

雄 I

一色貞文

江上一郎

故雀部高雄

加瓶正夫

館充

本間禎一

西川猜ー

原 善四郎

明石和夫

石田洋

中根千
一
窓

mi 



M. 工 業 化 学

天然色写真

工業化学特別実験

無機製造化学概論

有機製造化学特論(I)

工業分析化学特論(ill)

工業化学特論

工業分析化学特論Cn) 

工業化学特別実験

教授

II 

II 

II 

” 
助教授

” 
N. 

有機合成化学（皿）

合成化学特別演習(I,

合成化学特別実験(I,

有機合成化学（皿）

o. 

合

化

成

学

化

工

学

学

化学工学特論(V)

化学工学特別演習(I)

化学工学特別演習(I)

JI) 

TI) 

教授

助教授

// 

助教授

// 

池

崎

辺

村

藤

岡

野

多

菊

野

山

中

武

今

早

本

浪

後

妹

河

竹

原

藤

尾

恭

内

、}
i
,

．

員

武

亦

義

茂

健

照

信

一

弘

郎

夫

一

稔

夫

三

行

学

本所の教官に指蔚を受け本所において研究に従来している大学院学生のうち，

おいて課程を修了した者の氏名，研究屈目は次表のとおりである．

I課程
修博士

の別 論文題目 I 
政則 I土木工学 I修士 I粘性土の動的強度に関する研究 1教授岡本舜三

教授星埜和
助教技越 正毅

II 

邦太朗

癖

本年度に

氏 名 指 郡 教 官 名

浜田

片倉

武田

北 JII 

坂下

森 田

松本

前野

片山

石井

塘

柴田

正彦

宏夫

久

雅美

稔

徳久

阻治

忠久

昭夫

直樹

耕一

建

／／ 

” 

” 

” 

” 
II 

築

II 

” 

学

博士

修士

” 

” 

” 
II 

II 

博士

修士

” 

” 

道路交通流に関する悲礎的研究

道路交通容紐に関する研究

自動車保有台数予測の基礎的研
究
感応信号交差点における容証と
delayに関する研究
自然河道内の洪水の運動につい
て

曲線桁栂の動的解析

杭基礎の振動特性について

外壁接合部の水密に関する実験
的研究
暖房期の東京都心の大気汚染に
関する研究

二重ダクトシステムに関す研究

回転殻の固有周期に関する研究

教

教

教

‘’ 

II 

II 

授井口

授久保脱三郎

” 
授勝田

／／ 

” 
坪井

昌平

高司

善勝
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真柄 栄毅 建 築 学 修士 骨住究建円にめス組筒関法深築のす構境形の袢の造応設笏のスるペースフレームシェ Jレ 教 授 坪 井 善勝除 文良 II II 研解究析におけるマトリク ” 
用

増田貞明 ” ” システム化に関する研 ／／ 池 辺 陽

外山 知徳 " " 建築計技術と工生産法論の体系化のた ” 

塘賀美子 II II 住宅の設備に関する研究 教技池辺 陽

宇田川邦明 ” ” 薄に関肉開す断る面研材究の曲げ捩れ拡本式 助教授田中 尚

横内康人機械工学 II 薄板の軸対称変形に関する研究教技山田嘉昭

西山 晟人 ” ” 旦則罰変~ピ動荷重下の疲れき裂特 ” 北川 英夫

＝ 角 正明 ” きノ裂しの特性におよぼす残留
一 ” の影苦の研究 ” 
上原一男 ” ” 流体継手の軸推力に関する研究 ／／ 石原智男

牛島博＝宏 ” ” 自動変速機の喜速段切替時にお II 

一 けるトルク変

桑田佳明 II II 変断面板バネの振動 I ” 亘迎 厚

藤田 節男 ／／ ／／ 自＇ IIIIII{),-,: >’の曲げ懸孟ふレ喜,_,. ‘’ 自車の後 系の力 特性
阿部正人 ” ” が行安定 及ぼす につ I " 平尾収

いて

角谷 院一 搬械工学 ” 流の速測定と温度が変化するガス温度 ” 

郭 仁 波 博士
ボイラ・アキュムレータ系の最 助教+r,,. 森 政 弘

” 適設計に関する研究 立

旭飼康彦 ” 修士 人工の手の試作研究と解折 ” 

細 ） I 彰
IMICTRONを合むフィードバ

I II II ック制御系の研究 ” 
滸水 信行 ” ” 不の規振則解な多にC入力に対する配管系 II 柴田 碧

中島 松喜 ” ” 制浮振屋動根に型つ11貯い1棺て内の液体の運動と ” 

ロー）レフォーミングに関する砧
碇的研究

木内 学 I ,, I博士 Iロー）レフォーミングに関する実 I教授鈴木 弘
験的研究

岡戸 克 I " 修士 I 連続圧延作業の総合特性 I II 

河野 輝雄 ,圧,,,,延ゲm機における板クヒ~厚および形状 I 

II II 複叩雑1"1」に関a 計る研性九座 ” 
大坪 英臣 I船舶工学 ／， る一般な平解 弾および屈有孔問匙正適丈i方用にの対形低板す I助教授川井 忠彦

旦超音I の 屈問題への舶用機械工 を用いた背 い
川崎 禎男 I学 ” 闘苓滴重の計砂’焼の設に計関すにつる研い究て I 教 授大井光四郎

伊蔚忠温 I " " I の影隠について 教授水町長生
ラジアルタービン用ノズ）レの研

松谷 敏史 I " ,, 究古膨脹比におけるノズル特性 I " 

栗山 幸造 I精;,cv手密機械工 II 空r関,ai気すサる研ー究ボ方式浮上テープルに I教 授大島康次郎
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内藤 農 梢沖子， 密機械工 修士機械的加工に伴なう電子放出 教授松永正久

吉沢 徹 ” 博士超高速回転体に関する研究 ／／ 植 村 恒 義

渡辺 貞電気工学修士細胞状論理回路に関する研究 教授森脇義雄

宮崎 文夫 II II 自動送錘式計璽機の研究 II 沢井善三郎

伊坂勝生 ” ” がい子汚損面せん絡現象に関す 助敦授河村逹雄
る研究

小 川 宏霞子工学博士 レーザ>マイクロ波帯検波器に教技斎罪成文
関する究 ぷ

岩本明人 II 修士 レーザによる軍子ビーム雑音 ” 
測定
バルクガリウム砒索ダイオード

塚田 俊久 I II I博士 I全並のいデる微研反列たー小究射光茄多信号アドミタンスに関す II 浜綺 襄二
を利用した屈曲光路を用

滝 野孝則 I 11 I修士 I サーキュレータ用ファラ I ,1 

波子に関する研究
並 重処理計邸機システムの

野村邦彦 I II I " Iコンパイラ・プログラムに関す I" 腹辺 勝

松下孟史 " " M るr,研Q究:iwで叫叩n・トランジスタ " 安逹芳夫のツ低u周J波じ只雑·~音~みのJ/研1ヽ 究

住本 徹 応用物理 II リングレーザの光学系の研究 I 教 授小久保瀬・-田輝t:b.広生次

伊藤捷 II II プリコアン散乱の研究 鳥根詞·~ ム勝雄

＝ 島 良治 冶 金工 学 メスバワー効果による鉄アルミ 鴨教授授加序森 正 夫
ー ” 合金の状態の研究 助教授石田洋一
ハッサン・ 雀部舌雄
ダルリステ // // 鈍)鉄の凝固過程に関する研究 ” // 故誼 四I-充

ネク

谷 忠昭工業化学博士写真の分光増感作用の研究 教授菊池買一

中村賢一郎 ” II ポリケイ皮酸ビニJレの光化学的 ” 

藤島 昭 ／／ 修士 研化究合物半迎体の光霞極反応の研 I '' 

石田 裕 ‘’ II 究酸化亜鉛の光霊郡現象に関する II 

研究

高田芳矩 ” 博士 クロメトリーに関する研究 ／／ 武 藤義一

河口 敏雄 II 修士 如定屯位クロメトリーに関する研 II 

野綺 健 ” ” ブ定L、直"17,、(!本1しクロメトリーに関する研 ” 
究

鈴木 喬 ” 博士 イオ学ン交的研換樹究脂の利用に関する II 山田 武郎

飯田 武暢 エ化合成 ” 熱干允力Iレチタンの物性ならびに電子 ” 野 崎 弘
写畝'真IL,材料への応用

影山光太郎 II II AS函ガラスの構造 ” 今 岡 稔

飯田貰也 合成化学 ” 研リ究ン酸およびリン酸塩に関する 教授山辺武郎

木瀬 秀夫 ” ” 化ジ反エ応ン化合物のイオンテロメ｝レ II 浅原 照三

手代木琢磨 ” 修士 ベンゾキノン誘導体の反応 ” 
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周 明吉合成化学修士
テロメリゼーションの動力学的 ャ

研究
故授浅原照三

園部買 II II 
線型ポリナフチJレイミンに関す
る研究

助教授後藤信行

本木 稔化学工 学， II 触媒反応における表面拡散 I助敦授河添邦太朗
I 

2. 受託研究員。研究生。留学生など

大学，官公署，会社または個人の申し出により，本所において研完に従事し，本所教官

の指蔚を受けることを希望する者には留学研究員，受託研究員，研究生の制度が適用され

る（その規定は店末 190ページにある）. 42年度においてこれらの制度のもとに研究指尊

を受けた者の数は研究嘱託 45名，受託研究旦 20名，研究生 32名である．

3. 研究発表会。講演会。講習会など

1. 生研講習会

工業技術に関する新しい学迎と技術，その応用などにつき広く脱業界の研究者・技術者

を対象としたもので，今回は第 5回で今後謡続して行なわれる．

1. 主 催：財団法人生産技術研究奨励会

2. 後 扱：東京大学生匹技術研究所

3. 場 所：所内大会議室

4. 日 時：昭和 42年 6月 28日-30日 10.00-16.30

5. 受話者： 130名

6. 講議内容：テーマ「開坦開発の技法」ー自然蝶境と人工環境のシステム化一題目

は下記のとおり．

講践 内 容

1. 環燒開発のための韮礎理論

2. システム工学の現状

3. 環燒開発における自然哀燒の意義 (1)土地

4. II (2)水

5. " (3)空気
6. 諜境開発技術の現状と可能g性~ 
7, II 空空間間構調造整技技術術

8. II 

2. シンポジウム

a) 

(3)空間組緻技術

1. 主 催：日本学術会議水特別委員会

詰 師 摘要

教 授池辺 陽（エ博） 第 1日

助教授 森 政弘 (II)
” 

助教授三木五三郎 ” 
教 授井口昌平（エ博） 第 2日

教 授勝田高司 (II) II 

教 授坪井善勝 (II)
” 

教 授勝田高周(,,) 第 3日

教 授池辺 阻 (II)
’’ 
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2. 幹 事：井口昌平教授（第 5部）

3. 場 所：東京大学生産技術研究所

4. 日 時：昭和 42年 11月 20 日

5. 参加者：約 90名

6. 内 容：「水循環および水収支に関するシンボジウム」，語演題目は次表のとお

り

内 容

1. 人類の活動の水術蝶，流況，水質などに及ぽ
す影筈

2. IHDプログラムの中における「水循環に及ぽ
す人間の彩評」の問題

b) 

1. 主 催：日本学術会議水特別委員会

2. 幹 事：井口昌平教授（第 5部）

3. 場 所：東京学士会館（ーツ梢）

4. 日 時：昭和 43年 2月 8日

5. 参加者：約 140名

講 師

司会研究員高橋 裕
（工学部教授）

教 授井口昌平

I摘要

所外の方の
内容，氏名
は省略

6. 内 容：「降水，積雪および地表水に関するシンポジウム」，講演題目は次表の

とおり

内容

穂々な水文過程に及ぽす人間活動の影苦
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請師

司会教 授井口昌平

I摘要

1所外の方の
内容，氏名
は省略


